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２０２４年 5 月 28 日 

 

日本ゼオン、マテリアリティ「ゼオンを動かす 5 つの歯車」を特定 
サステナビリティ経営で、社会とともに持続的な成長を目指す 

 

日本ゼオン株式会社（本社:東京都千代田区、代表取締役社長:豊嶋 哲也 以下、ゼオン）は、このたび、企業理念「大地

の永遠と人類の繁栄に貢献する」の実現に向けて、社会とともに持続的な成長を続けていくために優先的に取り組むべき重

要課題（マテリアリティ）として「ゼオンを動かす 5 つの歯車」を特定しました。ゼオンは、今後、これを基本軸としたサステナビ

リティ経営で企業価値を創造していきます。 

 

１．特定されたマテリアリティ 

・ 心からワクワクできる会社の実現 

・ イノベーションでほかにない価値を提供 

・ 強固なガバナンスの構築 

・ 社会の変化に対応した事業構造の転換 

・ 循環型社会への貢献 

 

５つのマテリアリティは、変化の激しい事業環境の中でも、企業理念の実現に向けてゼオングループがぶれることなく力を合わ

せていくための大切な軸として互いに影響しあう関係にあることから、歯車の形で表現しています。ゼオングループではこれらを

「ゼオンを動かす５つの歯車」と呼び、各歯車が嚙み合って回転することで企業理念を実現していく姿を、下図の通り示しました。 
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2．マテリアリティ特定のプロセス 

２０２３年 4 月に設置した「マテリアリティ特定プロジェクト」にて、社内から選出した多様な立場のプロジェクトメンバーが、経営

層の意見やコンサルタントのアドバイスも踏まえながらマテリアティ特定に向けて、さまざまな議論を重ねました。 

 

検討に当たっては、以下の観点を重視しました。 

・「 企業理念」「サステナビリティ基本方針」を具現化する 

・ ゼオンの中にあった、大切なことや重要な課題を可視化する 

・ これからのゼオンについてしっかりと議論し、誰もが納得できる表現とする 

・ 世の中の動向や社会の期待を意識し、第三者（社外）の目線も取り入れる 

 

同年 12 月にプロジェクトでの検討結果としてまとめた５つのマテリアリティを取締役会で承認し、最終決定しました。 

 

 

3．今後について 

マテリアリティ「ゼオンを動かす５つの歯車」は、「企業理念」と「サステナビリティ基本方針」を受け、それらの実践のための基

本軸を示すものとして位置付けられるものです。今後は、このマテリアリティに基づいて策定した「中期経営計画：ＳＴＡＧＥ３０」を

通じて、各部署や各人の目標・行動に落とし込み、実践につなげていきます。 

 

 
KGI: Key Goal Indicator（重要目標達成指標） 
KPI: Key Performance Indicator（重要業績評価指標） 

以 上 

 

本件に関するお問い合せ先 

日本ゼオン株式会社 コーポレートサステナビリティ統括部門 広報室 

  電話：03-3216-2747  お問い合わせフォームはこちら 

https://reg34.smp.ne.jp/regist/is?SMPFORM=ohki-lerjke-0c5b54a94bf6d77670a8388b09035345

